
調査方法の説明

　北海道の利尻島のウミネコは急増しており、大きな漁業被害が発生しました。その一方では天売島のウミネコ

繁殖数は1980年代から半減しており、保護の必要性が指摘されてきました。

　海鳥は広い地域を移動しながら生活する海の動物であり、繁殖地だけの保護では、その種を守ることは困難

です。このため、ウミネコの「生活史」を知ることが、その保護管理を考える上で不可欠です。　このため、繁

殖地間あるいは繁殖地と越冬地間の移動分散経路を知るために、ウミネコ成鳥に標識（ウィングタッグ）を装着

し、移動分散調査を行っています。これらの成果は、ウミネコを初めとする海鳥の保護のために役立てられます。

ウミネコ移動分散調査　調査の目的と方法
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それは、まるで図のようにウミ
ネコに「産地ラベル」をつけた
のと同様な効果があります。

利尻島の繁殖地

標識調査を行うと、ある特定の地域で捕まえた個体
がどこに移動したか、を調べることが可能となります。

「私は利尻島産
のウミネコです」

利尻島

利尻島のウミネコは、どこまで渡っていくのだろうか？
そうだ！利尻島のウミネコと分かるように、「しるし」をつけ
よう！
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　これらの調査は、北海道環境科学研究センター・（財）山階鳥類研究所・北海道大学農学部・大阪市立大学理

学部・利尻島自然情報センターと共同で行っております。



箱わなの全景
ウミネコの捕獲には箱わなを用いました。

箱わなは、鉄パイプ製で高さ１．８ｍで、

網を張っています。天井の一部には格子

枠があり、ウミネコは箱わなの内部には

入れますが、飛び出ることが出来ません。

標識の装着作業
捕獲個体の状態に十分注意しな

がら、翼の付け根（人間での上腕

部分）にウィングタッグを、腕章の

ように巻いて付けます。

ウィングタッグを装着した

個体
羽をたたんだ状態では、肩のあたりに

見えます。巻いているだけなので、痛み

等はなく、大体２年程度で脱落します。

さらに飛翔に影響がないように「ゆるめ」

につけています。

ウミネコ移動分散調査　ウィングタッグの装着



利尻島装着個体の動き

天売島装着個体の動き

ウミネコ移動分散調査　移動経路　

2001年　　５９個体装着
2002年　１７８個体装着

7.20
紋別市

5.24-10.16
4.28
稚内市

8.11
網走市

8.22-11.6
斜里町

9.20-12.5
4.10
古平町・小樽市

5.17
利尻島
（１個体帰還
して抱卵中）

11.12-11.17
白老町

1.12
青森県蓬田村

12月末-1.3
島根県浜田市

12.3
兵庫県明石市

1.17
京都府宮津市
（白老町の個体と同一）

1.12
石川県加賀市

5.5
厚田村

5.25
増毛町

8.8
稚内市

目撃多数
羽幌町周辺

9.2
えりも町

8.29
紋別市

8.27～11月上旬
白老町

9.20
浜中町

11.19
4.10
小樽市

11.22
3.22
古平町

4.12
天売島
（２個体帰還）

2001年　　５０個体装着
2002年　３００個体装着

○

赤文字は２００２年

に北海道に戻ってき
た個体を表します。

赤文字は２００２年
に北海道に戻ってき
た個体を表します。

4.30
羽幌町

　

２００１年に利尻島と天売島でウィ
ングタッグを装着した個体は、繁
殖期が終わると、北海道全体で
観察されました。また、本州でも
日本海側の島根県まで南下して
越冬したことが確認されました。

この結果は２００１年
装着個体のものです
が、２００２年もがん
ばってウィングタッグ
を付けました！さらに
詳しい移動経路が分
かると思います！！

今年も皆さ
んが見つけ
てくれますよ
うに・・・

○



標識を付けたウミネコの情報募集中！

北海道にてカモメ類の１種の
ウミネコに標識を付けました。

Ｅ 反対側にも同記号

Ｄ

右足には環境省
鳥類標識調査の
金属リングを装着
（ウィングタッグ装
着個体も同様）

左足には出生地を色
で示したカラーリング
を装着

出生地を色で区別
●利尻島　　　：赤色
●天売島　　　：黄色
●枝幸目梨泊：緑色
●奥尻島　　　：青色

誕生年を記号で区別
　１９９８年生まれ：Ａ
　１９９９年生まれ：Ｂ
　２０００年生まれ：Ｃ
　２００１年生まれ：Ｄ
　２００２年生まれ：Ｅ

カラーリングの形状

北海道での繁殖地からの移動
分散を調査しています。

ウィングタッグ（２００１年と２００２年に利尻島・天売島にて装着）

装着地を色で区別
●利尻島　　　：水色
●天売島　　　：赤色

個体識別番号付き

０５
丸いシートが翼上面に見えるはずで

すが、ごく一部しか見えない可能性も

あります。個体識別番号も可能でした

ら、記録をお願いします。

カラーリング（１９９８年度より利尻島・天売島・枝幸・奥尻島にて装着）

利尻島自然情報センター（代表：小杉和樹

氏）が中心となり、ウミネコ雛の左足へのカ

ラーリング装着を実施中です。その個体の

誕生年が（もちろん、年齢も）分かりますの

で、カラーリングの色とともに、その記号の

記録もお願いします！

２００１年度は黒い４桁の文字と数字（利尻島「Ａ００１」～「Ａ０５９」、天売島「Ａ００１」～「Ａ１５０」）
２００２年は３色（白・黄・紺）の２桁の数字（「００」～「９９」）
あるいは左足への白いカラーリングに黒い３桁の文字と数字（「Ａ００」～）

見つけた場所、標識の色・記号、その他何でも記録してお知らせください！

○連絡先（ご質問等もお受けします）
　北海道環境科学研究センター自然環境部　（担当　長　雄一）
　〒０６０－０８１９　札幌市北区北１９条西１２丁目

　電話　０１１－７４７－３５７１ Fax ０１１－７４７－３２５４

　電子メール　k a m o m e @ h o k k aido-ies.go.jp

個体識別用カラーリング（白地に黒文字）の形状
○左足に装着しています。３桁の文字と数字（「Ａ００」～）で個体識別します。
○脱落しにくいため、ウィングタッグに較べて、長期間の個体識別が可能となります。
○２００２年は利尻島の繁殖個体に装着しています。


